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福岡県認知神経リハビリテーション研究会主催定期勉強会 第5回

■

片麻痺歩行からの脱却

1)行為の観察
2)運動の特異的病理の観察
3)認知過程の観察
4)意識の志向性の変質
・患者の意識は?

・患者は運動の中間過程を無視し、結果にの
みに興味を示していないか？

・足を出す(意図)･･･歩けた(結果)･･･嬉しい
(情動)･･･など･･･セラピストの意識はどこ
に向けられるべきか？
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立ち上がりや歩行動作の反復訓練

歩行障害の改善

図１．要素還元主義に基づく歩行障害に対するリハビリテーションの構図
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セラピストが教えたい
歩行を患者はどの程度
知っているのか？

?



2

反張膝

垂直線のイメージ

・肩

・股関節

・膝関節

・踵

視床

小脳

基底核

脳幹

脊髄
（CPG)

大脳辺縁系
視床下部

生得的歩行モジュール

大脳皮質

・志向
・認知

・情動
・感情

歩行に関わる神経基盤

0％ 15％ 40％ 60％ 100％

FF Mst TO Acc Msw Dec

骨盤 前方回旋 前方回旋の減少 回旋0°側方傾斜-4～7° 後方回線5° 後方回旋の減少 後方回旋の減少 回旋0°側方傾斜4～7° 前方回旋5°

股関節 20°屈曲 20°屈曲 0° 20°伸展 10°伸展 15°屈曲 25°屈曲 20°屈曲

膝関節 5°屈曲 15°屈曲 5°屈曲 5°屈曲 40°屈曲 60°屈曲 25°屈曲 0°

足関節（距腿関節） 0° 5°底屈 5°背屈 10°背屈 15°底屈 5°底屈 0° 0°

足関節（距骨下関節） ごく軽度の内反 5°外反 外反の減少 2°外反 0° 0° 0° 0°

足趾MP関節 ごく軽度の伸展 0° 0° 30°伸展 60°伸展 0° 0° 0°～25°伸展

HC HO
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接床機能 支持機能 推進機能 到達機能

0％HC 15％ 40％HO 60％ 100％

踵を地面
に接地す
る

足底を
地面に
接地す
る

片足で体重を支持し移動する
踵を地面
から離す

踏み切
る

足先を地
面から離
す

下肢を方向づけ
る

足の接地点
を決定する

立脚期 遊脚期

FF Mst TO Acc Msw Dec

歩行システム
行為システム

(action system)

機能的構成要素
(functional component)

部分的構成要素
(sub-component)

接床機能 支持機能 推進機能 到達機能

地面の水平性

0％HC 15％ 40％HO 60％ 100％

地面の性質（硬さ・摩擦・表面性状・中心）

体重の移動（負荷の大きさや質）

踵を地面に
接地する

足底を地面
に接地する

片足で体重を支持し移動する
踵を地面か
ら離す

踏み切る
足先を地面
から離す

下肢を方向づける
足の接地点
を決定する

体重の側方移動

衝撃緩衝

足趾のクリアランス

接地点の位置づけ

接地点の方向づけ

体軸回旋

体重の上下移動

骨盤
股関節

体幹と下肢
の空間調整

膝関節

重心と地面
の距離調整

足関節
足部

地面への
適応

体幹の垂直性の維持

立脚期 遊脚期

FF Mst TO Acc Msw Dec

＜足を地面に接地する機能＞

骨盤：距離
股関節：距離・方向
膝関節：距離
足関節：距離・方向
足趾：距離
足底：表面素材・圧・摩擦

骨盤：距離

骨盤前方回旋約5°

⇒脚の機能的長さの増大

⇒股関節の中心線への接近と歩隔の減少

股関節：距離・方向

股関節屈曲20°軽度内旋（約3°）

⇒脚の機能的長さの増大

⇒重心を過度に降ろさない

⇒膝を進行方向に向け、踵骨外側での接地

（荷重線と踵骨－床接触点とのズレ）
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＜踵を地面から離す機能＞

骨盤：距離
股関節：距離・方向
膝関節：距離
足関節：距離・方向
足趾：距離
足底：表面素材・圧・摩擦

骨盤：距離

骨盤後方回旋約5°

⇒脚の機能的長さの増大

⇒股関節の中心線への接近と歩隔の減少

股関節：距離・方向

股関節伸展20°ごく軽度内旋（約1°）

⇒脚の機能的長さの増大

⇒重心を過度に降ろさない

⇒踵を後方に向けウィップを出現させない
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＜地面から足を持ち上げる機能＞

股関節：方向
膝関節：距離
足関節：距離

股関節：方向

股関節屈曲15°8°外旋位から０°へ

⇒外旋位から膝を進行方向に向ける

⇒腸骨筋・薄筋・縫工筋の協調運動である

⇒特に薄筋が股関節の屈曲と内転・内旋に
関与する。

図15．下肢各関節の運動覚を認識する課題

図18．前足部で床の水平性を認識する課題

＜下肢を方向づける機能＞

股関節：方向
膝関節：距離
足関節：距離

股関節：方向

股関節屈曲25°0°から軽度内旋

⇒次の接床に備えて膝をわずかに内側に向
ける

⇒脚の機能的長さの増大

（歩行中の最大屈曲）
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図２．下肢の各関節と踵の位置関係を認識する課題 図21．足底部での触覚を認識する課題

＜足の接地点を決定づける機能＞

股関節：距離・方向
膝関節：距離
足関節：距離
足趾：距離

股関節：距離・方向

股関節屈曲20°軽度内旋（3°）

⇒次の接床に備えて膝をわずかに内側に向
ける

⇒脚の機能的長さの増大

⇒この相の終わりに足は約１ｃｍの高さか
ら自由落下する（ごくわずかな体幹前
傾・股関節伸展・膝関節屈曲）

図23．骨盤および下肢各関節を認識する課題
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図１．踵接地直前の自由落下

HC直前の約１cmの高さからの自由落下によって，
踵と床の接触時には短時間に激しい床反力が生じる．

図４．踵部で圧覚を認識する課題
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